
安全最優先の標示（セラミックス（事））

会社概要／財務内容

全社災害件数推移

労働安全衛生

関連研修会と

安全監査

安全衛生管理の取り組み

　労働安全衛生法令遵守を推進するため、2004年から全所社を対象に労働安全衛生関連法の研修会

を開催しています。

　2007年は、安全衛生関連法令の現場担当者の研修会を４所社で開催するとともに、各所社での現場

実践教育、本社での階層別安全教育・研修、請負工事安全管理の研修会を開催しました。

　また、リスクの高い所社では毎年1回、その他の所社でも2年に1回は巡視するよう計画を立て、安全

監査を実施しています。現地ではリスク評価、危険予知、ヒヤリハットなどの安全活動の実施状況、労

働安全衛生法を遵守した設備であるかを確認すると同時に、システムとの整合性をチェックし、シス

テムの定着を通して各所社の安全成績向上のための取り組みを支援しています。

　2007年は27所社の安全監査を実施しました。

安全成績

　2007年の全社災害件数は46件でした。そのうち、休業災害は9件と減少傾向にはあります。ここ4～5

年の災害件数は50件前後と横ばいで推移して

います。

　災害の分類では「不安全行動」起因の災害

が85%と例年同様に多く、災害の型別では「挟

まれ・巻き込まれ」が35%と最も多い状況です。

足元の問題として、「挟まれ、巻き込まれ」の

災害が減らないこと、「50歳以上」の災害、「経

験5年未満の経験の浅い人」の災害が増加傾向

にあることがあげられます。

安全の取り組み

　三井金属グループ各所社では災害予防（予防安全）に重点を置いて取り組んでいます。リスクアセスメ

ント（RA）を実施し、リスクの大きい不安全状態にある設備を改善するとともに、危険予知（KY）活動で不安

全行動が原因の災害を低減する活動を継続しています。

　各所社では、安全衛生意識の向上を図るため、「目に

訴える安全の仕掛け」を展開し、全社統一の「安全基

本ルール」や「安全最優先」の大型掲示板の標示、災

害発生場所の標示、横断歩道や階段での指差呼称項

目（右ヨシ左ヨシ、手摺り持つヨシ）の標示、安全パトロー

ル時の赤・黄色のチョッキ着用などを実施しています。

さらに、ベル・パトロール、定時の安全放送などで「耳

に訴える安全の仕掛け」にも工夫を凝らしています。
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本社所在地
〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号

創立
昭和25年5月1日

資本金
42,129百万円（2008年3月末）

従業員数
2,729名（2008年3月末）

連結売上高
595,463百万円（2008年3月末）

主な業務内容

売上高

営業利益

当期純利益
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※災害件数は、三井金属グループ（協力会社含む）
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